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＜教育目標＞
【夢～自立・友愛・健康】
・課題を持ち、進んで学ぶ生徒
・互いのよさを認め、高めあう生徒

・健康で、心身を鍛える生徒
TEL:72-3355 FAX:72-2829

特設陸上・駅伝部の選手から「全力投球３S」を支える大切な３つの「氣」＋
プラス１を紹介します。
一つ目の「氣」は「安藤優一郞選手」から。安藤選手は１年の９月から目標を立てて朝の陸上

練習に熱心に取り組んできました。その努力は田村支部陸上競技大会100mへの出場も果たし、
常設部で頑張っている剣道競技への集中力や体力にもつながり、剣道部の団体戦メンバーとして
活躍。23年ぶりの団体戦県大会出場を果たします。夏休みに行われたサマーショートプログラム
が始まる前の駅伝練習にも一生懸命に取り組んでいました。「小さなことを積み重ねることが、
とんでもないところへ行く、たった一つの道＜イチロー＞」。

一つ目の氣：「根氣＝物事を飽きずに長くやり続ける氣力」
二つ目の「氣」は試走で頑張る「吉田政昭選手・生天目栞選手・矢吹恭叶選手」

と夏休みに行われた通信陸上県大会1500mに出場した「中條生吹選手・今泉璃
久選手」から。8/22の試走には３４名の選手が参加しましたが、全員が自分の持てる力を全力
で発揮して走り抜きました。写真で紹介した３名の選手は記録を更新、本番での走りが期待され
ます。通信陸上、同じ組で1500mに出場した中條選手と今泉選手、ゴール前１・２位を争う必

死の走りには感動しました。二つ目の氣：「本氣＝まじめな氣持ち。真剣な氣持ち」
三つ目の「氣」は「根本穂波選手」から。昨年の秋から砲丸を始めた根本選手。着実に記録を

伸ばし、５月田村支部大会では11m80で第１位、７月４日の県大会では12m01で第３位、７
月２５日の通信陸上大会では12m17で第３位。全国出場の夢は叶いませんでしたが、最後にの
ぞんだ８月６日の東北大会で自己ベストの12m41で第３位。ライバルや自分自身に打ち勝とう

する強い気持ちでのぞんだ成果です。三つ目の氣：「覇氣＝進んで物事に取り組もうとする意氣
込み・他に打ち勝とうとする強い氣持ち」
プラス１は「プロゴルファーの渋野日向子選手と横田大和選手」から。日本人選手として４２

年ぶりのメジャー（全英女子）制覇した渋野選手は試合中常に笑顔で「スマイルシンデレラ」と
いうニックネームが付けられました。夏の駅伝合宿に参加した横田選手もいつも笑顔で頑張りま
す。「笑顔には想像も出来ないほどの可能性がある＜マザーテレサ＞」 プラス１の心は「笑顔」。
２学期、毎日「笑顔」で過ごせる小野中をチーム小野でつくっていきましょう。

３４日間の長い夏休みが終わり、８５日間の２学期が始まりました。この夏休みは、
様々な活動において子ども達の輝く姿がありました。

２学期には、8/28の英語弁論大会、8/30の田村支部駅伝大会、8/26～福祉体験学習（3年）、9/4.5の虫
歯予防教室（1年）、9/9の生徒会役員選挙・立会演説会、9/11のミニバイキング（1.2年）、9/12.13の中
間テスト（９教科）、9/17のバイキング給食（3年）、9/18の職場体験（2年）、地域学習（1年）、秋ス
ポ（9/18：3年、10/30：2年、11/6：1年）、9/25.26の中体連新人大会、10/19の秋篁祭、10/25の町音楽
祭、11/1の高校入試説明会、11/26の租税教室（3年）、11/21の期末テスト（５教科）、11/29の学びのス
タンダード授業学校公開、12/7の授業参観、各種検定試験（英語・漢字・数学）、各種テスト（実力・町
学力）等多くの行事があります。一人ひとりの生徒が、「プラス１」の心で自分自身を高め、それぞれの
夢へ挑戦し続けてほしいと思っています。「チーム小野中２４５名」、２９名の職員で力を合わせて、よ
い子どもたちを育て、すてきな学校をつくり、よい教育をしていきたいと考えていますので、１学期同様、
保護者の皆様のご協力をお願いいたします。

次の「合言葉」で笑顔で頑張る８５日間にしましょう。

★「全力投球・３S」
○ 第１のS：「Study～学習～」
・一時間一時間の授業を大切にしてほしい。＜★ ３匹のカエル＞
①「考える」 ②「振り返る」 ③「間違える」

○ 第２のS：「Sport～運動～」
・駅伝大会や新人戦などがあります。一人ひとり・チームが目標を持って取り組んでほしい。

○ 第３のS：「Speech～発表～」
・音楽祭や英語弁論大会、校内文化祭、毎日の授業の中で発表や話す機会がたくさんあります。
自分の思いや考えをしっかりと発表できるようになってほしい。


